
資料２

項番 該当資料 調査票 設問番号 分類 質問内容 委員名 担当課 回答

1 別添４ こどもアンケート

　今回の調査は６歳～１１歳ということですが、６歳も対象ということを考えれ

ば、アンケートの文言が難しいです。もう少し平易で、わかり易くした方がより意

見を集めれると感じます。
伊藤委員 こども未来調整課

　保護者の方への「こどもアンケート」の回答方法の欄に、こどもから求めが

あった時には、適切な支援をしていただけるよう文言を追加することとしま

す。

3 別添２
就学前児童の保護

者票
設問８

お子さんと家族の

状況

　子どもの障害や疾病についての問いだが、保護者の障害や疾病については問わな

いのか

石川委員 こども未来調整課

　当該項目は、子ども子育て支援事業計画における、重点施策である「障害の

ある子どもに対する支援」を進める上での、基礎データとするために設定して

おりますが、保護者に関する質問項目の必要性についても、今後、検討してま

いります。

地域の子育て支援

拠点事業の利用状

況

設問３４－１
就学前児童の保護

者票
別添２4

第２回子ども・子育て会議事前質問回答

2 別添２
就学前児童の保護

者票

　双子や三つ子のいる家庭は、より子育てに対する困難さを感じている可能性もあ

るので、双子や三つ子かどうかを問う項目を追加してはどうか。 石川委員 こども未来調整課

　いただいた意見を参考に、項目の追加・修正を検討させていただきます。

　選択肢に以下を追加してはどうか。

　・相談内容に応じて必要な専門機関を紹介して欲しい

　・オープンスペース内で親同士の交流が深まる事業を実施して欲しい

　・コワーキングスペースのような再就職支援の準備ができる場が欲しい

　・父親が参加しやすい事業を増やして欲しい

　・父親の仲間づくりができる事業を実施して欲しい

　・プレパパママが自由に参加できる機会を増やして欲しい

　・すべての親が登録制でオープンスペースに所属できるようにして欲しい

以下は意見

　地域における子育て支援体制の中で、利用者が心理的・物理的ハードルを感じず

に

相談できる地域子育て相談機関は、すべての子育て世帯が孤立せず、健やかな育ち

を担保するため、重要な役割を果たしていくと考えている。

国の基準は中学校区なのですが、現状は各区に１か所のこども家庭センターのみで

す。

せめて、現在常設で実施している公募型のオープンスペースにも利用者支援事業の

基本型を委託して、身近な場所で寄り添い方の相談支援ができる体制にして欲し

い。

（選択肢の追加について）

　ご助言いただいた内容について、他設問等を踏まえて再整理の上、検討しま

す。

（ご意見について）

　ご意見のとおり、子育て家庭との接点や子どもの状況把握の機会の増加に繋

がる「地域子育て相談機関」は、地域における子育て支援体制のなかでも重要

な位置付けであると考えています。

　地域子育て支援拠点をはじめとした身近な相談機関を「地域子育て相談機

関」に位置付けるに当たり、こども家庭センターの補完的役割を果たすための

体制変更や課題等について、国の動きを注視しつつ、今後、検討してまいりま

す。
こども家庭支援課石川委員
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項番 該当資料 調査票 設問番号 分類 質問内容 委員名 担当課 回答

5 別添２
就学前児童の保護

者票
設問23，24

不定期の教育・保

育事業や宿泊を伴

う一時預かり等の

利用

　実際の生活を振り返りイメージが湧きやすい週●回の記載が良いのではないか

石川委員 こども未来調整課

　この設問については、国から示されている、標準的な調査票において、年間

日数を聴取するものとなっており、量の見込みの算出においても、用いるのは

年間日数であるため、現行どおりとさせていただきます。

6 別添２
就学前児童の保護

者票
設問36

育児休業制度の利

用
母親への問い　父親に育児休業を取得して欲しいと思うかどうかとその理由 石川委員

7 別添２
就学前児童の保護

者票
設問36

育児休業制度の利

用

育休中にあると良い支援や産前にあると良い支援をヒアリングする項目があっても

良い
石川委員

8 別添２
就学前児童の保護

者票
設問36

育児休業制度の利

用
育休後にあると良い支援をヒアリングする項目があっても良い 石川委員

10 別添２
就学前児童の保護

者票
設問37，38

子育てに関する悩

みや不安感

保護者に身近な支援センターやオープンスペースの選択肢を追加してはどうか
石川委員 こども家庭支援課 　いただいた意見を参考に、項目の追加を検討させていただきます。

9 その他意見 調査内容

①男性支援についてニーズ調査について

男性育休取得率の向上を広島市として推進するのであれば現在の男性育休中の育児

状況（育児鬱の把握）及び男性向けの支援サービスの必要性を問うのはどうか。

広島市では女性の産後うつの支援や子育てサークルが多々あるが、参加しても女性

ばかりで男性は孤独に子育てをせざるを得ない状況に陥る可能性がある。

広島市として男性の育休取得を推進するのであれば、男性支援も視野に入れた2軸

で育児休職の取得推進を行うべきである。
石川委員

こども未来調整課 　いただいた意見を参考に、項目の追加・修正を検討させていただきます。

2 



資料２

項番 該当資料 調査票 設問番号 分類 質問内容 委員名 担当課 回答

11 別添２
就学前児童の保護

者票
設問39

子育てに関する悩

みや不安感

子育ての方法、赤ちゃんとのコミュニケーションやスキンシップ、を追加して欲し

い 石川委員 こども家庭支援課 　いただいた意見を参考に、項目の追加を検討させていただきます。

12 別添２
就学前児童の保護

者票
設問42

子育てに関する悩

みや不安感

・出産前から常設のオープンスペースへ全ての親が登録する制度

・一緒に家事や育児をやってくれる人による訪問支援 石川委員 こども家庭支援課 　いただいた意見を参考に、項目の追加を検討させていただきます。

13 別添２
就学前児童の保護

者票
設問43

子育てしやすい社

会をつくるための

行政の役割

・夜間や日祝・年末年始など、いつでも相談できる体制づくり

石川委員 こども未来調整課 　いただいた意見を参考に、項目の追加を検討させていただきます。

14 その他意見 調査の実施方法

子育て当事者として本アンケートに回答するハードルが高いと感じた。

設問数が多く且つ複雑で途中離脱する可能性があるので郵送後の自然体では回収は

厳しく回答数が少なければ少数派の意見が一人歩きしてしまう可能性がある。

企業や支援センター（オープンスペース含む）との連携や子育て世代が活用してい

ると考えられるアプリ、チャットツールやSNSなどのスマホで使用できるツール群

の活用を今後進めてはどうか。

石川委員 こども未来調整課

　インタネット回答の採用等も検討しましたが、当該調査は設問数が多く、イ

ンタネット回答の採用がかえって、回答者の方の負担になる可能性があるこ

と、予算の問題等があり、郵送調査とさせていただきましたが、今後、アプリ

等を活用した調査も視野に検討を行ってまいりたいと思います。

15 その他意見 審議会の開催方法

デジタルの時代。ぜひ、オンラインでも参加できる本審議会の体制づくりの検討を

お願いしたい。 石川委員 こども未来調整課
　確保できる会議室の関係もありますが、今後、積極的に検討してまいりま

す。

16 その他意見 調査の主旨

アンケートの目的は書いてあるが、このアンケートの集約結果についてどこでどの

ように公表されるのか、またこの結果を参考にして策定される「第２期広島市子ど

も・子育て支援事業計画」の素案についてのパブリックコメントの募集を◯月頃行

うので意見を寄せてほしい旨を伝えることとその方法を明記すべきではないでしょうか。

川口委員 こども未来調整課 　いただいた意見を参考に、検討させていただきます。

17 別添２、３
就学前児童、就学

児童の保護者票

子育てに関する悩

みや不安感

子育て環境、教育・保育の利用状況や希望、放課後の過ごし方、休業制度など特定

の領域についての設問はあるが、そもそも「子ども・子育て支援に関するニーズ調

査」ということであるから、まずは設問領域を指定せず

・子育てについて悩みや不安を感じることはあるかどうか

・具体的にどんな悩みや不安を感じているかを聞いてみてはいかがかと思います。

川口委員 こども未来調整課
　いただいた意見を参考に、他の設問との関係も踏まえつつ、検討させていた

だきます。

18 別添３
就学児童の保護者

票
設問２２

放課後等の居場所

について

放課後児童クラブの問いに入る前に

・利用している児童クラブは公設か民設かの種別を聞いてみてはいかがかと思いま

す。公設と民設では、活動内容もまた利用料金も若干ちがうとも聞いているので、

そこを一緒にして聞いてしまうと客観的な分析を行う基礎資料になりにくいのでは

と思います。

川口委員 放課後対策課 　いただいた意見を参考に、項目の追加・修正を検討させていただきます。

19 別添３
就学児童の保護者

票
設問３７

子育てしやすい社

会を作るための行

政の役割

公的相談機関の利用状況について聞く設問ですが、そもそも、

・子育ての悩みや不安を誰に（どこに）相談するのか

を広く聞いてみて、その傾向をつかむ必要があるのではないかと思います。

また、

・その相談の結果、悩みや不安が解決したかどうかについても聞いてみてはいかが

かと思います。

川口委員 こども未来調整課

　子育ての悩みや不安の相談先については、就学前及び就学児童の保護者票の

両調査票の問１２―１がそれに相当する設問となっておりますが、相談の結果

を問う設問に関しては、問１２―１が複数回答させる設計になっていること、

子育ての悩みは内容によっては、長期を見据えて解決策を模索するものあるこ

とから、一様に「解決した」、「解決していない」という問いについては、現

時点では追加することが難しいと考えております。
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20 別添４ こどもアンケート 設問４
悩みごとの相談状

況

問４にいくまえに

子どもたちの思いをざっくりと聞いてみるために、

・悩みがあるかどうか

・どんな悩みを感じているか（選択肢は熟考する必要があると思いますが家庭のこ

と、友だち関係、学校に行くこと、いじめ、先生との関係、遊び場所などざっくり

した項目でもいいので、聞いてみたらどうかと思います）

川口委員 こども未来調整課 　いただいた意見を参考に、検討させていただきます

21 別添4 こどもアンケート 設問10、11 こどもの居場所

問10、問11に続く設問について

家や学校以外の居場所を問う設問ですが、その前に、子どもたちの思いを聞くため

に、そもそも子どもたちは

・放課後や休みの日などはどこで過ごしたいか

・何をして過ごしたいか

を聞いてみてはいかがかと思います。

川口委員 こども未来調整課 　いただいた意見を参考に、検討させていただきます
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